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房総近海の黒潮について

清水 利 厚

はじめに

黒潮は近海カツオなど外洋性回遊魚、の漁場形成にき

わめて重要な要因となっている。カツオ曳縄漁業の漁

場探索には黒潮流路が重要な指標となるので，その位

置を迅速に把握することが効率的な漁業生産を行う条

件となる。また，沿岸水温や流況は黒潮の変動にとも

なって変化し，サパ・サンマ・イワシ・スルメイカ・

キンメダイなどの漁況変動の要因になる。このため一

都三県漁海況速報には黒潮流路を図示し，現況を解説

している。もとになる情報は表面水温が多く，特別な

測器を必要とする流況や下層水温などは情報量が限ら

れているが，これらの断片的な情報を組み合わせ，解

析して流軸位置を推定している。そこで黒潮流軸の流

速と表面水温および、流軸位置について，既往の資料を

整理して指標値を得ることにした。
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園 1 黒潮流軸の流述(l963~1987年平均、ノット)

上:犬吠埼東南方下野島埼東南方

資料と方法

海上保安庁水路部が半月毎に発行している「海洋速

報(昭和38~62年)J3を資料とした。離岸距離・流速・
表面水温について記載されている値を集計し， 25年の

平均値を求めた。近海における北限緯度は141~ 1460 

Eの範ぽを図上で読み取った。離岸距離と北限緯度は

黒瀬のタイダこ、とに平均値を計算した。

結果

流速

流速平均値の半月毎の変化は図1に示すように季節

変化が認められる。流速の極大は野島埼東南方では夏

に，犬吠埼東南方では晩春にみられ，極小は双方とも

4月後半ないし10月後半に現れるが明瞭でない。

。C

25 

2.0 

1F1L 2 3 4 5 6 7 8 9 1.0 11 12 

。C

25 

2.0 

1F1L 2 3 4 5 6 7 8 9 1.0 11 12 

図2 黒朝流軸の表面水温(l963~1987年平均、 t;) 

上犬吠埼東南方下:野島埼東南方
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野島埼東南方
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表面水温

半月毎の表面水温平均値を図2および表 lに示す。

極大は8月に，極小は2-3月に現れる。年較差は9.7.C

である。平均・最高・最低の値は野島埼東南方のほう

が犬吠埼東南方よりO.5"C高い。

離岸距離

離岸距離の長期変動と頻度分布を図3に示す。頻度

分布は遠い方に裾をひいた単峰型を示す。平均離岸距

離は野島埼東南方が51マイル，犬吠埼東南方が55マイ

ルで，野島埼の方がやや近い。季節変化はみられない。

黒潮のタイプ別の平均離岸距離を表2に示す。黒潮流

路のタイプによって差があり M盟が最も近く .B型，

N型. C型と続き. D裂が最も遠い。主としてD型の

とき 100マイルも離れることがあるが，長くは続かな

い。長期変動をみると. 1972-1979年頃に接岸傾向が

うかがえる。このとき黒潮流路はN型およびA型であっ

た。

北限緯度

東北海区の近海域(141-146
0

E)における黒潮続流

軌の北限緯度の長期変動と頻度分布を図4に示す。頻

度分布は正規型を示している。平均緯度は36
0

20'Nで

ある。季節変化はみられない。表2に示すように黒潮

流路のタイプによって差があり，大蛇行(A型)時の平

均緯度は36"40' Nで，非蛇行時の平均緯度(36
0

05'N) 

にくらべて北に位置する。長期変動をみると北緯39度

をこえる著しい北備が1979年7月にみられた。

黒潮流軸位置の階級区分

離岸距離はデータ分布が正規型でないので，頻度の

累積債を適当に区分)して階級に分けた。正規型である

北限緯度については既報)に準じて区分した。その結果

は表3のとおりである。

データ数

年平均

1 -3月
4-6月
7-9月
10ー 12月

A型 36
B型 40
C型 66
D型 88
N型 46

水温:表面Oc.流速:表面ノット;距離・離岸距離(マイル)

房総近海の黒潮

北限緯度
犬吠埼東南方

水温流速 距離

419 245 447 

野島埼東南方

水温 流速 距 離

509 393 545 
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房総近海の黒潮について

犬吠埼東南方
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黒潮流軸の離接岸と黒潮続流執の南北偏階級

野島埼東南方

表 3

4 

著しく離岸
5% 

かなり離岸
15% 

やや離岸
40% 

接岸
40% 

離岸距離(マイル) 105 65 35 

犬吠埼東南方

著しく離岸
5% 

かなり離岸
15% 

やや離岸
40% 

接岸
40% 

離岸距離(マイル) 100 

0.6 1.3 2.0 

やや北偏|かなり北偏|著しく北偏
17.7% I 7.4% I 2.3% 

36' 50' 37
0

30' 38
0

00' 

65 

黒潮北限緯度。
40 

O(-m)/6 -2.0 -1.3 -0.6 

著しく南偏|かなり南偏| やや南偏』
2.3% I 7.4%I 17.7% 

緯度 34
0

40' N 35' lO' 35
0

50' 

r 
p 平年並

45.2% 

一
不
埼
変

A

も

の

印

山

同

町

並

告

つのモードしかなく，大蛇行，非蛇行でおおきな差が

ない。しいていえばD型のときに対応した小さなモー

ドがみられるが，持続期間が短く不安定な状態である。

1933-1969年の近海域における黒潮続it軸の北限は

34'N以北にあり，平均緯度が36'50' Nであった。ま

た39'Nを越える著しい北偏に18年周期(サロス周期)

の存在が示唆されていfJi近年， 34'N以南に蛇行の

山がある著しい南偏がみられたため，今回の結果では

平均緯度が30'南下した36
0

20'Nとなった。

39'Nを越える著しい北偏は1942年と1960年および1979

年(いずれも夏)にみられ，ほぼ18年周期となる。東北

海区のサンマ漁獲量変動には18年ないし36年周期があ

る山3)といわれており，黒潮続流の北偏が18年周期であ

ることと関連があるか興味ある問題である。

離岸距離のデータ分布は正規型でない。このような

場合，階級区分をする基準はとくにないようである。

離岸距離を対数変換するとデータの分布は正規型とな

る。これを用いて階級区分すると表4のようになる。

平年が必要のときはこれにしたがうことがよいであろ

っ。

察

日本南海区(伊豆海嶺~都井岬東南)における黒潮流

速の季節変化は，夏に極大となり，秋または春に極小

を示すことが知られているケ川野島埼沖ではこれと

よく一致している。黒潮続流の流速の季節変化は143

-145
0

Eでは春に極小を， 145-147'Eでは春に極大を

示L，南海区の季節変化と一致しない;黒潮続流との

境界に位置する犬吠埼沖でも，晩春に極大となってい

る。

黒潮主流軸の指標には200m深水温を基にした指標
71-10) 

水温(潮岬沖ー犬吠埼南沖で15'C)があるー 比較的容

易にかつ広範囲に得られる表国水混によるものでは

1964-1979年 (16年間)の海洋速報のデータを整理した

ものがある: 今回整理した期間(川3-1987年)の結

果とはO-O.5'Cの差がみられるが，おおむね類似した

値である。

黒潮流軸の離岸距離は，潮岬・大王埼・御前埼正南

では大蛇行時と非蛇行時の2つのモードを持っている;

これは流軸位置に安定した2つのモード 大蛇行時と

非蛇行時 があることに対応している。房総沖ではI

考
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房総近海の黒潮について

要約

黒潮流軸の指標を得ることを目的として，海洋速報

(昭和38-62年)を資料とし，房総近海における黒潮の

流速表面水温離岸距離北限緯度を整理した。

流速は，野島埼沖では夏に，犬吠埼沖では晩春に極

大となり，極小は4月前半， 10月後半にみられる(図1)。

表面水温は極大が8月に，極ノj、が2-3月に現れ，年

較差は9.7'Cである(図2)。平均・最高・最低の値は野

島埼東南方のほうが犬吠埼東南方より O.5'C高い。1963

-1987年(25年間)の平均値を指標水温として示した

(表1)。

離岸距離の頻度分布は遠い方に裾をひいた単峰型を

示し，平均離岸距離は野島埼東南方が51マイル，犬吠

埼東南方が55マイルで，野島埼の方がやや近い。季節

変化はみられない(図3)。黒潮流路のタイプ日りでは，

A型が最も近く， B型， N型， c型と続き， D型が最

も遠い(表1)。

東北海区の近海 (141-146'E) における黒潮続流

の北限平均緯度は36'20' Nで，季節変化はみられない

(図4)。黒潮流路が大蛇行 (A型)時のほうが非蛇行

時にくらべて北に位置する(表2)。北緯39度をこえる

著しい北偏に18年の周期が認められた。

黒潮流軸位置を評価する階級区分を示した(表3、4)。
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